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米国 ２０２５/２６年度のリンゴ生産量予測 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２５年８月１８日 

米国の２０２５/２６年度のリンゴ生産量は約２億７,９００万ブッシェルに達する見込み 

米国リンゴ協会（ＵＳＡｐｐｌｅ）の第１３０回年次見通し会議がシカゴで開催され、そこで発表された新しい報告

書によると、２年連続で平均を上回る生産量を記録したのに続き、リンゴ生産者らは今年も好成績な年になる

と予測している。 

同協会の見通し及び分析担当副会長であるクリス・ガーラック氏が執筆した「業界見通し２０２５」は、米国と

世界におけるリンゴの生産、利用、貿易に関する最新のデータと分析を提供している。 

（米国リンゴ協会のデータでは１ブッシェル＝４２ポンド（約１９.０５ｋｇ）。以下、文中のトン数はメートル法のトンで訳者による試算） 

米国の生産量 

同協会の分析によれば、２０２５/２６作物年度の米国のリンゴの予測総生産量は以下のとおり： 

• １１７億ポンド/２億７,８５０万ブッシェル（約５３１万トン） 

• 前年比１.３％増 

• 過去５カ年平均を３.６％上回る 

これらの数値は、リンゴ生産量上位７州のみを反映する米国農務省（ＵＳＤＡ）のデータよりも包括的である。

同協会は、上位７州以外の州の生産量を分析し、これをＵＳＤＡの数値に加算している。また、生産者が日々

園地で目にしている状況に基づくフィードバックも反映されている。 

ガーラック氏は、「米国は世界最高のリンゴを栽培しており、今年は国内及び世界の消費に十分なリンゴが

生産されることは間違いない」と述べつつ、「とは言え、生産者は最高品質の果実のみが店頭に届くよう、収

穫の段階で慎重に選別している。それに加えて、人件費の高騰により、生産者は収穫の判断において一層

厳格な対応を求められている」と語った。 

品種構成 

品種別では、ガラが約４,７００万ブッシェルで首位を維持し、市場の１６％を占めると予測されている。上位 

５品種は以下のとおり： 

• ガラ ４,７００万ブッシェル（約９０万トン） 米国内のシェア：１６％ 

• レッドデリシャス ３,９００万ブッシェル（約７４万トン） 同１３％ 

• ハニークリスプ ３,４００万ブッシェル（約６５万トン） 同１２％ 

• グラニースミス ３,２００万ブッシェル（約６１万トン） 同１１％ 

• ふじ ２,５００万ブッシェル（約４８万トン） 同９％ 

増加傾向にある品種は、ハニークリスプ、グラニースミス、コズミッククリスプ®、ピンクレディー/クリップスピン

ク等である。ガラ、ふじ、ローマは減少傾向にある。 

貿易動向 

米国のリンゴ輸出量は前年比で５％減少したが、２０２４/２５年度（７月〜６月）においても強固な貿易収支を

維持した。 

• 輸出： ４,４００万ブッシェル（約８４万トン） 

• 輸入： ５００万ブッシェル未満（約９.５万トン未満） 

• 純輸出： 約４,０００万ブッシェル（約７６万トン） 約９億ドル相当 

ガーラック氏は「新たな豊作が近づいているため、輸出の維持・拡大が不可欠である。台湾、タイ、インドな

どの既存の市場における存在感を強化すると同時に、韓国、日本などの新たな高付加価値市場の開拓を推

進している」と語った。 

https://www.freshplaza.com/asia/article/9756773/u-s-2025-26-apple-production-will-reach-nearly-279-million-bushels/
https://www.freshplaza.com/asia/article/9756773/u-s-2025-26-apple-production-will-reach-nearly-279-million-bushels/
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州別生産状況 

州別では以下のとおり： 

• ワシントン州は国内最大の生産州である。生産量は、前年比１％増で約２３億ドル相当の１億８千万

ブッシェル（約３４３万トン）以上で、史上最高と予想される。 

• ニューヨーク州は第２位の３,０５０万ブッシェル（約５８万トン）で前年比０.７％減 

• ミシガン州は約３千万ブッシェル（約５７万トン）で前年比１０％増 

• ペンシルベニア州は１,０５０万ブッシェル（約２０万トン）で前年比２％増 

• バージニア州は２７５万ブッシェル（約５万２千トン）で前年比５０％減 

• オレゴン州は３９０万ブッシェル（約７万４千トン）で前年比４０％増 

世界的背景 

国連（ＵＮ）のデータによると、世界のリンゴ生産量は５０億ブッシェル（約９,５００万トン）を超えている。２０２３年

の最新データでは、中国が１国で世界の供給量の５１％を占めており、米国は第２位のシェアを有している。 

• 中国 ２６億ブッシェル（約５千万トン）、世界の供給量の５１％ 

• 米国 ５.３％ 

• トルコ ４.７％ 

• ポーランド ４％ 

• インド ３％ 

ガーラック氏は「中国の生産量が１億ブッシェル（約２００万トン）減少し、トルコの収穫量が４０％減少したことに

より、米国には真の機会が到来している。インドへの主要供給国としてのトルコの役割を踏まえると、米国がイ

ンド市場でのシェアを回復する可能性がある」と語った。 

米国の２０２５/２６年度リンゴ予測生産量 

地  域 生産量（ブッシェル） 参考（万トン） 

米国合計 ２７８,５２０,５４０ ５３０.６ 

カリフォルニア州 ３,８０９,５２４ ７.３ 

ミシガン州 ３０,０００,０００ ５７.０ 

ニューヨーク州 ３０,５００,０００ ５８.２ 

オレゴン州 ３,９２８,５７１ ７.４ 

ペンシルベニア州 １０,５００,０００ ２０.０ 

バージニア州 ２,７５０,０００ ５.２ 

ワシントン州 １８０,０００,０００ ３４３.０ 

その他の州 １７,０３２,４４５ ３２.５ 

生産量の１ブッシェルは４２ポンド 
訳注： 「その他の州」は農務省の調査対象外の州。参考は訳者の試算でメートル法 

完全なデータと分析はこちらから（原文参照） 

 


